
  ２０２２年３月３１日 

ＥＩＮ エネルギー情報ネットワーク 

ＬＰガスＣＰ速報(２０２２年４月積) 

                            

１． ４月積みサウジアラムコＬＰガスＣＰ 

    プロパン９４０㌦（前月比＋４５㌦）   

    ブタン ９６０㌦（前月比＋４０㌦）  

① ＬＰガススポット市況等 

ロシアのウクライナ侵攻の影響で原油市況が、2008年 8月以来の高値を更新するなか、ＬＰ

ガス市場をみると、欧州ではエネルギー市況が乱高下も需要は堅調、需給タイトで高値基調が

続いており（プロパン、ブタンＣＦＲ900㌦を挟み振幅が大きいが上昇基調）、中東市場への影

響が懸念された。アジア市場は、中国ＰＤＨ，韓国、台湾の石化需要が堅調、供給はサウジの

出荷基地メンテナンスが長引き出荷が抑えられたもののカタール、アブダビがスポット販売す

るなど需給に不安はない。極東ＣＦＲは、第 4週プロパン 950㌦、ブタン 960㌦どころ、原油・

ナフサ高からブタン高が顕著になった。 

米国では、プロパン需要、輸出ともに堅調、高水準が続いている。全米プロパン在庫は 2週

連続で増加したものの、低水準の前年同期比の 86％に止まり、5年平均レンジを下回っている

（グラフ②はメキシコ湾）。米モンベルビュープロパンスポット価格は、原油急騰を受け、上

旬に 841㌦まで急騰したが、中旬には原油市況反落で 650㌦を割り込むなど乱高下した。ＭＢ

月間平均は前月比 87㌦上昇の 765㌦どころ（グラフ①）。パナマ運河滞船日数増でカナダ、米

西岸出荷のカーゴが注目されている。 

フレート市況は、反騰した。インド勢の引き合いもあり大幅続伸、中旬には船舶需給が緩み

軟化したが、バンカーオイルの急騰やスポット追加販売もあり下支え。米国ＦＯＢ価格と極

東・欧州着価格の売差が採算ベースを維持、キャンセルもなく、フレートは堅調に推移した。 

ナフサは原油価格に連動し急騰、2日には 1,000㌦を突破し、月間平均は 2012年 4月以来高

値の 1,013㌦どころで、前月比 158㌦の大幅続騰、ブタン高の背景となった。 

バンカーオイルは原油市況に追随して大幅続騰、シンガポールＩＦＯ380 は月間平均で前月

比 125㌦高の 657㌦、ＬＳＭＧＯ（低硫黄マリンガスオイル）は同 249㌦上げの 1,080㌦どこ

ろ、両油種の格差は、ガスオイル急騰を受け 423㌦に拡大した。 

4 月ＣＰは前年同月比プロパン 380 ㌦、ブタン 430 ㌦それぞれ上昇。原油（アラビアン・ラ

イト）熱量等価換算（下記参照）では、前月に比べプロパン 15、ブタン 16 ポイントそれぞれ

低下、前年同月比ではプロパン 4ポイント低く、ブタン 4ポイント高い。 

     第1週 第2週 第3週 第4週 平均 

フレート 48 65 62 60 59 

ＣＰ先物指標：Ｐ 940 880 855 935 903 

ＣＰ先物指標：Ｂ 945 900 870 950 916 

② 原油市況等 

3 月の原油市況をみると、ウクライナ危機によりＷＴＩは 100 ㌦突破でスタート、対ロシア

経済制裁措置の実施で 7 日には一時 130 ㌦まで急騰したが、イラン核合意への期待、中国のコ

ロナ対策のロックダウン実施などを受け、15日には 100㌦を割り込んだ。一方、ＯＰＥＣプラ

スの増産計画が目標を下回り（2 月協調減産遵守率 136％）、ＩＥＡは 4 月以降ロシア産原油石

油製品 300 万 b/d 程度が市場から喪失すると予測、需給逼迫感が強まった。更に、カザフスタ

ン原油の黒海からの出荷が滞り（ＣＰＣのターミナルが暴風雨で被害）32万 b/dの減産を余儀

なくされたほか、イエメンフーシ派のサウジ攻撃などもあり、市況乱高下の要因となった。 

ＥＵはロシアエネルギー依存脱却を模索、中期的な需給逼迫は避けられず、20㌦以上に達し

ているとみられている地政学プレミアムは、いつ解消できるのだろうか。 

○３月積みアラビアン・ライト（3月 1～30日までの想定）は 113.80㌦（前月比＋19.45㌦） 

熱量等価ＡＬ100％ プロパン 933.04㌦／㌧ ブタン 920.24㌦／㌧ 

ＡＬ比       プロパン 100.75％    ブタン 104.32％ 

    ＊上記ＡＬはＥＩＮ推計、確定値は後日Ｗｅｂサイトでご確認ください。 



２．２０２２年４月ＬＰガス仕切（ＣＰ・ＭＢコスト変動分）への影響  

 

適用為替 ＴＴＳ Ｐ円建ＣＦＲ Ｂ円建ＣＦＲ Ｐ前月比 Ｂ前月比 

①20日締め 117.21 113,600 117,800 ＋10,600 ＋12,000 

②末日締め 119.53 115,300 119,900 ＋12,400 ＋14,000 

 

＊ＴＴＳ平均について、①が 2月 21日～3月 20日、②3月 1～31日まで。①、②いずれも前月・

当月ＣＰ50％案分。ＭＢ合成の比率は①、②ともにＣＰ70％、ＭＢ30％で算定。①、②ともに中

東・北米フレートを含むＣＦＲコストを表示。 

なお、上記ＭＢは 3月 29日までの価格を基にＥＩＮで試算（755㌦/㌧）したもので、メーカー

各社の最終確定値とは異なる。また、各社の仕切はフレート分、バンカーサーチャージ等の改定

やフォーミュラ見直しもなされるため、仕切等の詳細はＷｅｂサイトを参照。 

 ①米国プロパンスポット価格推移 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②米メキシコ湾岸プロパン在庫推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：ＥＩＡ 2021/22 Winter Propane Market Update 
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